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表現のための基礎練習
一 再生練習の方法一
吉 岡 英 幸
1・再生練習について目
日本語教育における教室活動では,まず新 しく教 える学習項目の導入が
行 われ,語 彙 ・文型 の意味 ・用法を理解 させた後,そ の定着をはかり,運
用能力を高めるための練習が行われるとい うのが一般的である。本稿では
その練習の一つである再生練習をとヲあげる。 ここでいう再生練習とは,
音声または文字 により受容 ・理解 した文を教師の指示にしたがって,口 頭
または文字 により表現す る練習である。 与えられた文(語句 のレベルでは
なく,1文以上の単位 を対象 とする)を原則 としてそのまま(の内容で)表
現するわけで,語 学教育においては最 も基本的な綜習であり,様 々な口
須 ・文章表現 を行 うための基礎練習と言 えるものである。以前,中 級の聴
解練習の一つとして,再 生練習に簡単に触れたことがあるエ)が・本稿では
再生練習 を中心にして,そ の種類 とそれぞれ何を習得させるのに適 した練
習か,初級 から上級段階までの,また聴解や読解 の授業 などでの具体的な
方法 その留意点などにっいて述べる。
2.再 生練習の種類とその目的
再生練習は,い くつかに分けることができる。受容が音声による場合 と
1フ吉岡英幸 「大学予備教育にお1ナる聴解指導の方法」『日本語学校論集』7号
1980年
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文字 による場合・再生 の時ヒントとして絵や語彙などを与える場合 と与え
ない場合,表 現を口頭で行わせる場合と書かせ喬揚合などである。ここで
は,口頭か書かせるかという表現の違いによるそれぞれの種類を挙鴎 そ
れがどんな目的に適 した練習かについて述べる。
(1)口頭による場合
① 反復練習
教師の言 う文をそのまま繰 り返す・ 口頭 による表現 の最も基本的な練習
である。発音・アクセン ト,イγトネーションなどの指導を行 う時や,.文
型練習の例文などを聞かせて,それを繰 り返 させる時などに行 う。
② 暗記文発表
教師の指示により文を暗記 して・ それを発表す るのも再生練習である。
教科書の本文を暗記することを宿題にし,それを発表させるなどの場合で
ある。その時,量 が多 くて暗記が困難な揚合は,絵 や語彙を,ヒン トに見せ
て言わせるなどの方法をとる。
③ 文章再生練習
あるまとまった内容の文章を聞いたり読んだりして,そ れを再生する練
習である。暗記文発表は一言}句忠実に再生させることが狙いであるが,
これは内容的に忠実に表現させることが狙いである。5-10文ぐらいの長
さのニュースなどを聞かせて発表させたり,新聞記事や教科書のある段落
を読ませ理解 させた後》それを発表 させる練習である。この練習には,与
えた文章をそのまま再生させる揚合 払 文体などを変えて再生させる場合
がある。例えば,新 聞記事をクラスの友達にやや くだけた話 しことばで伝
えさせるとか,先生に対 して話しことばではあるがやや改まった言い方で
内容を伝えさせるなど,待遇表現の練習にも応用できる練習である。
④ ドラマ練習.
ドラマの台本をもとに役を決め・セリフの読み合わせ練習,状 況設定を
行いセリフを暗記して実際にドラマを演じるなどの練習である。 目本語教
育用のビデオ教材のスキットを視聴 した後,台 本を与え役を決めて各自の
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セリフの部分を読ませたり・覚えさせて教室で ドラマ的な練習を行 う場合
である。この応用練習 として・登場人物に条件設定を行い(例えば}台本で
は友人関係の二人の一方を目上にするとカ㍉ ある人物を目の不 自由な入に
して台本にはない状況や描写説明などを させたりする)創作活動的な要素
を入れる方法 もある。
(2)書かせる搬
① 聴写練習(ディクテーション)
書かせる場合の再生練習で,最 も多 く行われているのがこの聴写練習で
あろう。1文 を言 って書かせる場合 と,あるまとまった内容の文章を適当
な長さに切 りなが らポーズをおいて,書 かせてい く場合がある。後者は望
目ましい長さに語句の切れ目があるとは限 らない とい う問題がある。文の長
さについては次のような国立国語研究所の調査びあ り参考になる。
日常談話.目3」81文 節》
講義9、31文 節,
ニュース16・ 醤 文節目 『談話語の実態』
聴写練習には,文 を聞きなが ら情報の流れを把握 してい く,また予測 し
ながら聞き,最後の述部を聞き終わって全体の首尾一貫性 をつかむ・な ど
の技能が要求 され る。講義を聞かなければな らない留学生はこうした技能
を9文節の長さにおいて行 うことが必要だ とい うことである。実際の聴講
の揚合は次か ら次に文が続き,それを正確 にノー トに再生 してい くことは
不可能である。目文の長さにおいて も,例 えぱニュースの場合16文節の長
さの文を正確に記憶することは 目本人でもできない(記憶の限界が9文飾
あたりにあること,具体的な聴写練習の方法,な どについては蛭に述べた
ことがある1〕のでここでは省 く)。しかし,留学生 の基礎的な練習として,1
文の聴写練習を行 う場合の目標を9文節にお くことは意味があろう。聴写
練習の目的は,上記の技能養成や音の識別の訓練,衰 記の際の日本語の正
書法の習得のチェックなどである。
目本人で も記億 が困難だと思われる長い文の揚合は,ヒ ントになる語彙
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を与えて再生 させる方法をとる。そのキューとして与 える語彙は原則と し
て自立語 とし,助詞 ・助動詞の付属語は与えない。また,動詞 ・形 容詞 は
終止形,形 容動詞は連体形で与える.こ の練習の目的は,技能養成ではな
く,語彙 ・文型の定着をはかることにある。特に 「行き,～』「行って,～」
「行った し,～」「行 ったら,解」などの文の接続,助 詞,受 け身表現など
に誤 りが多 く,それらの練習に有効であろう。このような長い文の場合の
練習悔 ニュースなどを教材とする穂解練習や中 ・上級の読解の授業で,
全体理解 が終わった後,各 文ごとに再生 させるという形で行 ラ。
② わ くうめ
いくつかの文で構成されたまとまった内容の文章を読んだ り聞いた りし
た場合の再生練習は,わ くうめと文章再生 の二種類ある。わくうめは,ニ
ュースなどを使った聴解練習の時などに,新 出の語彙や文型の理解 ・練習
も含め全体の内容把握が終わってからや らせる,何 か所かを空欄 にしたニ
ュースの原稿 がそれである。この練習は,そ れまで板書 した語句以外は文
字で認識 していない音声表現を,文字表現で確認 させる意味がある。この
練習の後,キ ューの語彙を与えて各文の再生練習を行 うのである。読解 の
揚合には、内容理解が終わった後,あ る段落の中の重要語句や覚えさせた
い慣用表現などを空欄 にしたプリン トを配 り,書き入れさせるという練習
をする。
③ 文章再生練習
これは口頭による文章再生練習 と基本的には同じであるが,書 かせる揚
合はヒントになるキューの語彙を与える場合 と与えない場合がある。与え
る場合の語彙は,文章中のキーワー ド,未習語,接 続詞などいろいろ考え
られる瓜 学習者の能力や再生 させる文章の難易度などを勘案 して決める
必要がある。また,口頚 による揚合 と同じく,ただ受容 した文章をそのま
ま再生 させる場合 と,文 体などを変えて再生させる場合がある。 例 えば,
講義調である内容を聞かせ,話しことば特有の冗長性 を無視 して・「です ・
ます」体から常体に変 え,ノー トにとらせるとい うような練習である。当
一23一
然後者は前者 の練習に慣れてから行 う必要カヨあるが,こ の練習は留学生の
聴解技能の到達 目標である聴講 のためには有効な練習である。
3.再 生練習の方法
再生練習には上記のようにい くつかの種類があり,それぞれの段階で目
的に合わせて行 うが,実際の授業では一つの教材を扱 う時,何種類かの再
生練習を組み合わせて行 うことが多い。聴解 の揚合 と読解 の場合の授業の
実例を挙げて,具 体的な練習方法について述べる,
(1)聴解の場合の再生練習の方法
ここでいう聴解は音声による受容 という意味で,テ ープやビデオ,教 師
の口頭などによる音声 を聞き,主 としてその語彙や文型の定着 ・内容理解
の確認などを目的として表現練習を行 う揚合の方法を述べる。まず,初 級
段階の例を挙げる。多 くの初級 の教科書は本文が対話になってお防 その
課の文型練習が終わった後,本 文をテープで閏かせ質問をして口頭で答え
させるなどで,内 容理解のチェックを行 う。それからジ教科書を開かせて
読みの練習を行い,漢字の指導を含め文字による内容確認 を行 うことが多
いが,そ の後でこの再生練習を行 う。
例として初級の終わりごろ使用 した練習プリントの1部 を挙げる。・
A
大 山=今 目は上野先生 は休講 だそ うですね。 どうな さったの で しょ
う。
小林:た ぷ んかぜでお休み になった 命だと思 います。
(たぶ ん かぜ 休 む,悪 う)
きの う用事 があって 先生 のお た くに うかが った とき,か ぜ ぎ
みで頭 がいたい と言 って い らっ しゃい ま目したか ら。
くきの う 用事 ある 先生 おた く うかが う とき目 かぜ ぎ
み 頭 いたい 言 ってい る)
.大 山 そ うですか。上野先生 はおか らだがよわい よ うですね。
一2専 一
小林;え え,そ れ に少 しむ りをな さ9す ぎ るよ うです。
(それ に目少 し むりをす る'目す ぎる よ う)
大 山 先週 も大学祭 の間,目旅行 にお出かけ にな ってい・た ので しよう。
小林 ええ。 それで だいぶおつか れ な った らしいです5
(それ で だいぶ.っ かれ る .ら しい)
(pINTENSIVECOURSEINJAPANESE』49課本文 よ り)
学生 に渡すプ リン トは,対 話 の一方の発話(小林 さんの部分〉のア ンダー
ライ ンの所 が空欄 になってヤ、る・テー プを聞かせないです ぐに書か置 て も
よいが,文 が長 い し意味 ・内容 を確認 させるた め再度テ}プ を1度 聞 かせ
た後,()の 中の言葉 を ヒン トに して 書 かせ るのである。 この課 の場
合,敬 語が主な学 習項 目であり,「休 む」 を 「お休 み になっ.た」,.「言 って
い る」 を 「言 ってい らっ しゃい ました』 のよ うに,()の 普通 の言葉 を
敬語 に直す練習 も行 えるよ うになって いる、
中級 の聴解 教材 として多 く使われ るニ ュースの再生 練習の例 を挙 げ る。
B目
a・.天気予報 の`(仕緯み"な どを知 って もらい・天気 に興味 を持
って もらお うと,最 新 の繧測"装 置"な どを展示 したお天気フ ニア
が,今 日から東京で始ま りました。
(天気予報 仕組み 知って もらう 天気 興味 持 って もらう
最新 観測装置 展示する お天気フェア 今 目 東京 始まる)
Pゼ この催 しは"気 象庁"・などが開いたもので,今 目は開会式に
続 いて 「天気予報 と生活 との関わ り」 とい う題 で,小 中学生 や一 般 の
人か ら"募 集"し た作文 コンクー ルの"表 彰式"が 行われ ました。
(催し 気象庁 開 く もの 今 日 開会式 続 くr天 気予報
生活 関わ り」 題 小中学生 一般 人 募集する 作文 コンク
ール 表彰式 行 う)
c.会 場には雨のつぷの形を"観 察"す る実験コーナーや"超 音
波"で 積雪量 を計 る装置 を利用 して,"身 長"を 測 定する コーナー な
どが設けられ,楽 しみなボら天気予報の仕組みが"理 解"目できるよ
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(会揚 雨 つぶ 形 観察する 実験コーナー 超音波 積雪
量 計る 装置 利用する 身長 測定する コ}ナ ー 設ける
楽 しむ 天気予報 仕組み 理解する なる)
d.こ のお天気フェアは,"来月"3日 まで東京品川の船の"科 学うになっています。t
館"で 開かれています。
(お天気フェア 来月3日'東 京品川 船の科学館 開 く)
テープを聞 かせ,質 問 を した りして内容理解 チ ニック,1文 ずつ正確 に
聞 き取 らせて新出語 の説明や重要語句 ・文型 の練習な どの作 業 が終 わった
段階で再生練習 に入 る。 この場合,3種 類の プ リン トを用意 し,4種 類 の
練習を行 う。まず,『練習1』 はニュースの原稿 の何か所 か空欄 に したプ リ
ン目ト(上記"'}の 語)を配 窮 テープを1文 ずつ聞 かせて,空 欄 を埋 め
させるわ くうめを行 う。 この段階で学習者 は初 めて文字 で確 認す るこ とに
な る、空欄 にす る語 は・覚 えさせ たい新出語 とか聞き取 りの難 しい語な ど
にする。 次 にヒン トにす る()の 中の語 だけ書いた 『練習2』 を配 り,
テープを1回 聞 かせ,1文 ずつ アンダー ライ ンの部分 の文 を書 かせ る。 こ
の場合 のテrプ はその文 を暗記 させ るので はな く,意 味 内容 を記 憶 ・確認
させるためで ある.Bの 『練習2』 をや らせ て多 かった誤 りは,文 の接続
関係では,a「知 って もらい」が 「知 って もらう」「知 って も らい たい」「知
っても らってい る」 な どにンa「 興昧 を持 づて も らお うと」 が 「もらう」
「もらお う」 な どになった もの。助詞 ではa「 天気 に」 が 「の」ラb「 東京
で始まった」 が 「をJ「から」,b「 気象庁 な どが開いた」 が 「に」 「は」
「を」,b「 開会式 に続 いて」 が 「を」「が」 になった もの。 受 け身 で は,b
「表彰式が行 われま した」 が 「を行 いま した」,c「 が設 け られ」 が 「を設
ける」 「を設 けて」,d「 開 かれてい ます」が 「開 きます」「開いています」
な どになった もので ある。 そのほかb「 募集 した」 が 「募集す る」 な どの
よ うな時制 の誤 りも多 かった。 こ うした文法項 目の誤 りは どの教材 で練習
しても大体共通 して多 い。
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先 の 『練習2』 では,ニ ュrス の文 と同 じ文 を再生 させ るため・文 を構
成 して いる語彙 をほぽ全部 キュー として ヒン トに与 えたが・次 のよ うに文
の構成上 あま り重要 でない語 は落 として もいい場合,
C
かつては大学生でにぎわった神 田の古本街 も,周辺の大学があいつ
いで郊外 に移転 したため・最近 はサラー リマ ンの姿が 目立つ とい うこ
とで,会場に出品される古本も学術書に代わって,小説や写真集など
が増 えて いる とい うこ とです且
(大学生 にぎわ う 神田 古本街 大学 移転する 最近'サ
ラリーマン 会場 出品する 学術書 小説 増 える)
のよ うに してお く。 最低 アンダーライ ンの所 が書 けていれ ば よい。 また,
「移転 したた め」 が 「移転 したので」,「目立つ」 が 「多 くなった」 な どで
もよい。必要 な情報 だけを選択 しノー トさせる聴講 などの ための基礎練習
になる。『練習3』 は,F練 習2』 の誤 りが あった所 を原則 として全て空欄
にしたニ ュー ス原稿 を 配 って 文法問題 としてや らせ るので ある(宿題 とし
て もよい)。 さ らに次 に 『練習4』 としてPメ モを とらせなが らテー プを
聞 かせ,学 生 を指名 して弛 の学生 にそのニュースの内容をで きるだけ忠実
に伝 えさせ る。他 の学生 はそ の学生 に細 かい質問を して もよい。 この場合
お互い に いつ も友 達 に話す よ うな調子 の 話 しこ とばでや りとりを させ る,
Cの 例 で言 えば,「 前 は大学生が多 かった神 田 の古本街がね,近 くの大学
が郊外 に移転 して しまって,こ のごろではサ ラリー マンが._」 のよ うに
話す。 これ は書 かれ た原稿 の文であるニュース を文体 を変 え,普 通 の話 し
こ とばに変換 させ るのが 目的 である。
次 に文章再生練習 の例 を挙 げる。
D
エ ー,今 年 の成人 の 日に,全 国 で194万入 が成人 の仲 問入 りを しま
した。 でも,成 人予備軍,こ れか ら成人 にな る子 供です ね,こ の子供
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の数 は減 って るんです ね。 したがって,子 供 たちを養 う側の働 き手 の
負担 は・・社会 全体 としては軽 くな る傾 向があ るわけです6平 成元年・
一昨年です が,10月1目 現在 の年少人 口,っ ま り14歳 までの人 口で
すね,こ の年少人 口は2320万人で,前 の年 より78万人少 な くな りま
した。 全国的 には,ソ ノー,働 き手11人 で3人 の子供 を養 ってい る
勘定 です。
これ を講義調 で学生 に話 し・ メモを取 らせて・再生 させ るので ある。 こ
の練習 の 目的 は,講 義 のスタイルで の話 を聞きなが らそれ をノー トに取 る
ようなスタイル で再生 させるこ ξであ、尋。.こうした ノー ト・テイ キングの
ための練習法 については既 に論文.もある自切 で詳述 は避 けるが,Dの 例で
言 えぱアンダー ライ ンの語 は,話 し言葉 に表れ る冗長性であ り無視で きる
こと(「年少人 口」 な ど知 らない語彙 ならノー トが必要〉,「でナ ・ます」体
を体言止 めの多 い常体 にするこ となどが重要 な指 導項 目で あろ う。 日本人
な らどのよ うに直す か とい う例 として,Dの 練習 を留学生 と一緒 にや って
も らった 目本人 あ大学生 のノー ト・テイキ ングぐ1回聞いてメモを とり,再
生 したもの)を次 に挙 げてお く。
E
今年 の成人式 で,全 国で194万人が 成人 の仲 問入 りを・した。 しか
し,予 備軍 は減少。 した溝って,働 き手(養い手〉の負担 臨 全体 とし
ては軽.くなる。 平成元年10月1日 現在,年 少人 口(14歳までの子供)
は2320万人 で,前 年 と比べ ると78万入減 った。全国平均 では,働 き
手11人 で3人 の子供 を養 う計算。
この練習には,新 聞の記事などから5～10の文で構成された内容の文章
を使用することが多い、聞かせる回数は最初2回 であるが,慣 れて くれば
1回にしたい。 この再生練習は,講義などかなり長いまとまった話を聞き
ながら内容の票旨を把握する技能訓練の前段階の練習である。
2)重松淳 。長谷川恒雄r講 義の聴解指導」『日本語教育』64号1988年
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(2)読解り場合の再生練習の方法
ここでい う読解は文字による受容 とい う意味で,教科書の本文などを読
み,主 としてその語彙 ・文型などの定着 ・内容理解 の確認などを目的 とし
て表現練習を行 う場合の方法につセ.・て述べる。 したボって,こ の練習は速
読 よP語句の意味 ・用法を正確に理解 させることを重視する精読を行 う場
合に適 している。練習方法は,基本的には聴解 と同じである。
中級 の教科書の本文の再生練習を行 った時のプリン トの・1部を示す。
F
(天気 我々 ふ だん 生活 関係 ある 世 の中 毎 日 仕事
いつ も 天気 気 配 る いる)→[～だ けでな くり 一た めに～]
*天 気は我寿のふだんの生活に関係があるだけではありません。世の中には,毎
日の仕事 をするために,い っも天気のことに気を配っていなくてはならない人たち
が,た くさんいます。
G
(飛行機 船 電車 自動車 操縦する 運転する 入,道 路 河
川 工事 人・水力発電所 働 く 人・天気目気 配る 仕事 人た
ち いる,天気 我た 生活 深い 関係 持つ,人 問 昔 あす
天気 どう 前 もって 知る 努力する)→[～のように,～ ので,～]
*飛 行機 ・船 ・電車 ・自動車などを操縦 したり運転した りす る人,道 路や河川
の工事 をする人,水 力発電所で働 く人など,天気 に気 を配Pな がら仕事をしている
人たちは,た ぐさんいます。このように,天気は我々の生活に深い関係 を持ってい
ます。それで,人 間は昔からあすの天気はどうなるかを,前 もって知 ろうと努力 し
てきました。(『 目本語II』7課より〉
*印 の文が教科書の本文であるが,練習Fの 本文は2文,Gの 本文は3
文 になっている己練習問題ではそれをそれぞれ1文 にさせるようになって
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いる。 文がかな り長 くなるため,全 体の文型を指 示 した場合の例である、
目また・・特に長いG・・では・キ土一の語彙とともに文の構成上の切れ目に点
を打ち1ヒ ント目にしているように7.再生させる文や学習者の能力などによ
り1いろいろパ'リエーションが考えちれる。
上級段階の教科書を使用 した時の例を挙げてお く。教科書 の理解 が終わ
り,各文 ごとに キューの語彙を与えて作文 させるという再生練習を行 う6
その後で本文を10の段階に分け,ク ラス10人全員に分担を決め,3分 の
時間を与えて黙読,自 分の段落の内容を頭に入れさせる。そして,一人ず
?教室の前に出て,内 容を講義調で話させた。 教科書の本文の段落をH
に,実際にその内容を講義した中国人学生の例を・1に紹介ずる。目目目
H
国際分業の伝締的なパター詫は,先 進国がエ業にジ』後進国炉農業
僑 それぞれ特化することであって,19世紀から第二次世界大戦まで
.はこのパターンが支配的であった。目とれを具体的に言えば,目先に工業
化した欧米の先進工業国は,工業用原材料や,時 には食糧 さえも後進
国から輸入し,それを加工した製品を輸出して発展した。また当時の
後進国は一次産品の輸出によって経済発展のきっかけをつかむこどが
できた。このような分業は生産の縦の関係であることから,垂直分業
と呼んでいる。(r外 国人学生用 日本語教科書上級II』6課よ勢
1
国際分業 の伝統 的なパターンは,エ」 ト先進国 ほ工業をや って るし,
後進 国は農業 をや ってゼます。 そ うい うこ とは・ アノ19世紀 か ら第
目ヰ塗世界大鞍まで,そ ういう丼ターン参主流でした・・具体的ヰ言 卑ば
欧米先進 慰 ま,工 業用材料 と食 糧 を輸 入 して,あ と製 品を作 った り輪
出 しま目した。そ ういラ 風 に発展 しま した。一方,後 進国 は農業 だけじ
ゃな く,一 次産 品 も作 った り輸出 しま した。 そ うい う風 に,ア ノ何 と』
言 った らいいか鶴 アノ経済発展 のチ ャンスをつ かむ こ とができ まし
た。 そ うい うパターンは縦 の関係 だか ら垂直分業 と呼 んでいます。
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この練習の目的は,語旬の用法の定着をはかると同時に,書 きことばを
話 しことばで表現 させることにより,二つのスタイルの違いを習得させる
ことである。この練習;は,.小説庵随筆など文芸作品より論理的展開がな
されている論文や評論などの方が適 している。
4,再 生練習の応用r発 展
以上,述 べてきたように再生練習は,受容 したものをそのまま表現 させ
るだけでなく,キューを与 えたり文体を変えさせたりする条件設定を行 う
4とによ.9船ろいろな刈 歌 ションが考えら漏 尋 の雑 設定端
ラマ練習で,登 揚人物の地位や性格を変えれば創造的活動を促すこ≧にな
り応用練習.となる。また,対談を聞かせてその内容を発雍者の意見を奈 え
て報告(独話形式〉させた窮 ドラマ(対話形式)を昇せてその登場人物り立
揚で日記を書かせるというような,再生段階キ表現者の主張が入る文体の
変換 を行わせる発展練習 も考えられる。量的な面での変換は,.講義を聞か
壁 勿 要点燭 をノートさせるなど暢 合驚 り・酵 纏 してもこ.う
した轡 の練勧 基礎とな笥ものが触 響 であると言脚P目
なお,本稿で挙げた練習例はこの10年間にい くづ かの機関の授業で行
ったものであ目る。目紙数の関係で練習例は1部 しか挙げられなかったが,基
本的な考え方がわかれば,そ れぞれどの段階でも応用できるものである。
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